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耐冷性中間母本「中母65Jの背成と耐冷性遺伝子集積系統の選抜方法

須藤 充・神田伸一郎・森山茂治・小野泰一

(青森県農林総合研究センター)

Breeding of Cool Temperature Tolerance Parental line IChubo65" and 

Selection Method of Cool Temperature Tolerance Gene Accumulated Line in Rice 

五1itsuruSUTO， Shinichiro KANDA， Shigeharu MORIYAMA and Taiichi ONO 

(Aomori P肉声cturalAgriculture and Forestry Reseach Center， Towada 034-0041， Japan) 

水稲の障害型耐冷性について，耐冷性遺{云子は優性

遺伝子または不完全優性遠征子と報告されており(鳥

山ら1960，西村1995)，両殺が持つ耐冷性遺伝子を集積

させることで，両親を超越した後代が育成できる(以

降は「集積系統j とする)ことが明らかにされている

(佐々 木ら1985).また，松永ら (2005)は解析を行っ

た交配組合せの中から， F，を耐冷性検定に供試し両親

を超越して耐冷性が強い組合せを選定し，その払集団

の中からの耐冷性が優れる個体を選抜し集積系統を育

成した. しかし， DNAマーカーを利用した解析では，

紺冷性遺伝子として明確に優性遺伝子であるとはいえ

ない遺伝子も検出されている(須藤ら2000).

そこで，優性的でない耐冷性遺伝子の存在に着呂し

耐冷性集積系統の選抜方法を検討した結果，両親を超

越して耐冷性の強い中間母本を育成することができた

ので，その経過について報告する.

材料および方法

材料には交配母本として「中母59J(耐冷性極強以上，

以下耐冷性を省略)， I東北155号J(極強以上)， Iふ系

184号J(極強)及び「ふ系186号J(極強)の 4系統と

「中母59Jに「東北155号JIふ系184号JIふ系186号」

の3系統を交配した組合せの後代を用いた. F，以降の

各世代で耐冷性検定を行い， F3以降は系統栽培， F6で

は生産力検定試験を慣行法により行った.耐冷性検定

は，人工気象室及び恒温深水圃場で、行った.人工気象

室では， 1/5，000 aワグネルポットに 1株 1本様えで

4株移植し，幼穏形成期から開花終了まで気温，水温

ともにれでは18SC，その他の世代は18.80Cで低温処

理を行った.恒温深水圃場では， 5月中旬に移植を l

株 1本植えで行い，低温処理として，幼穂形成期から

出穂終了時まで平均水温18.4
0

Cの冷水を掛け流し，水

深は処理前半は15cm，後半を25cmとした.

結果

1. F" F2の耐;令性検定

ア 「中母59/東北155号Jの組合せ

「中母59J，I東北155号J，F，及びF2集団の酎i令性

検定を人工気象室を用い行った(第 1図). I中母59J

の不稔歩合は37.7から89.1%，I東北155号jは71.3か

ら93.2%の範囲に分布し， I中母59Jの不稔歩合が低

かった. F，の不稔歩合は30.0から80.0%で，分布の

範臨は「中母59Jとほぼ同じで，両親を超越してい

なかった.

F2集団の不稔歩合は22.9から100%で「東北155号J

に偏った分布をしていた. この中に不稔歩合が20

から30%の「中母59Jより超越し低い個体があった.

「中母59Jより耐冷性が強い系統を育成するため，不

稔歩合20から50%の個体を16個体選抜した.
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第 1関中母59/東北155号の F" F2集団の
不稔歩合 (1999年)

注. j(;;lAu.処怒は，人工気象室で幼穏形成期から開花終了まで

水j且，気温とも 18.8"Cに設定し行った

イ 「中母59/ふ系184号」の組合せ

「中母59J，Iふ系184号J，F札1及び、F2集閏の樹冷?

検定をf憧亘湛深水闘場で行つた(第 2園).幼諒の低温

処理を確実に行うため，供試したF2の個体数は210

個体であったが，稗長が「中母59J並から短い85cm

以下の172個体を対象として解析した.
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第 2図中母59/ふ系184号の F1， F2集団の
不稔歩合 0999年)

主主.低11ffi.処理は， f亘滋深水法により幼穂形成期から出穏期まで

平均水温18.4"Cの冷水を掛け流した.

「中母59Jの不稔歩合は14.3から36.6%，rふ系184

号Jは58.7から90.1%の範屈に分布し「中母59Jの不

稔歩合が低かった Flの不稔歩合は17.8から32.8%で

「中母59Jとほぼ同じ範囲に分布し，両親を超越して

いなかった.れ集団の不稔歩合は， 12.3から98.8%の

範閉で「中母59J側に偏った分布をしていた. r中母

59Jを超越して不稔歩合の少ない個体がなかったので，

「中母59Jを超える集積系統は得られないものと考え，

この組合せから個体を選抜しなかった.

ウ 「中母59/ふ系186号jの組合せ
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第 3図中母59/ふ系186号の F1， F2集団の
不稔歩合 0999年)

注.低温処理は. tH I混深水法によりY;lJ穂形成期から尚穏期まで

平均水混18.4'Cの冷水を掛け流した.

「中母59J，rふ系186号J，Fl及び、F2集闇の耐J令性

検定を↑豆温深水圃場で行った(第 3図).供試した

F2集屈の個体数は210個体で，梓長が「中母59J並

から短い85cm以下の187個体について解析した.

母59Jの不稔歩合は14.0から35.7%，rふ系186号」

は54.0から78.4%の範囲に分布し「中母59Jの不稔

歩合が低かった.

Flの不稔歩合は16.6から34.0%で「中母59Jとほ

ぼ同じ範囲に分布し，両親を超越しなかった.れ集

不稔歩合は8.6から61.7%の範閣で「中母59J側

に偏った分布をしていた.不稔歩合が「中母59Jよ

り少ない個体がわずかに見られ， r中母59/ふ系184

号」の組合せと比較し20%以下の個体の割合が高かっ

たことから集積効果を確認するため， 20%以下の個

体の中から 8個体を選抜した.

2. F3以降の耐冷性検定

ア F3

「中母59/東北155号Jr中母59/ふ系186号Jを用

いてともに人工気象室で耐冷性検定を行った. r中母

59/東北155号j については， F2集団の中から選抜

した16個体を16系統として各系統16個体，許256個体

を供試した. r中母59Jの不稔歩合は90.4から99.1%

で，供試個体の中から不稔歩合が24.5から42.3%と

「中母59Jより低く，出穂期，稗長が「中母59Jに近

い8個体を選抜した.

「中母59/ふ系186号Jについては， F2集屈のけ1から

選抜した 8個体を 8系統として各系統161自体，計128

個体を供試した.供試個体の不稔歩合が「中母59Jよ

り低かった個体がなかったため個体選抜を行わなかった.

イ札以降

「中母59/東北155号」の札， F5についてひき続き耐

冷性検定を行い，不稔発生の少ない個体を選抜した.

3 一般圏場での系統栽培及び生産力検定試験

F5からは一般圃場で栽培し，耐冷性以外の特性の調

査を行った.この中かられで回定系統を選抜しに「中

母65Jの系統名を付した. sut?令性検定の結果はF6の人

工気象室， F，のf亘撮深水田場ともに「中母65Jが

母59Jより不稔歩合が低く，耐冷性が強かった(第 1

表).生産力検定試験の結果は第 2表のとおりである.

第 1表 「中母65Jの耐冷性検定結果

系統名
恒温深水法 人工気象室

及び
出穂 不稔 出穂 手早 不稔

品種名 期 歩合 期 長 歩合

(月.日) (弘) (月.日)(cm) (見)

中母65 8.12 9.1 8.06 82 39.6 

中母59 8. 14 22.2 8. 16 73 71. 7 

東北155号 8.22 73 92.6 

注.恒温深水法:幼穏形成期から出稼終了まで平均
水温18.4"Cの冷水を掛け流した.
人工気象室幼穂形成期から開花終了まで水温，
気温とも18.80Cの低温処潔を行った.
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第 2表 「中母65Jの生産力検定結果 (2005年)

系統名 出穂 手早 稗 穂 全 精 玄 米 タンハ。ク アミロース 味

及び 期 長 長 数 重 玄米重千粒重品質検査含有率含存率度

品種名 (月.日)(cm) (cm) (本/rrf) (kg/ a) (kg/ a) (g) (1-9) 等級 (免) (見) イ底

中母65 8.11 88 16. 7 522 178.8 61. 6 22.5 6 2上 6. 7 20.8 60.9 

中母59 8. 12 88 16.6 506 187.5 65.6 24.3 7 2中 6.6 21. 8 61. 6 

東北155号 8.11 86 17.0 469 167.0 57.0 23.5 6 1下 6. 7 21. 9 70.6 

つがるロマン 8.11 90 17.2 439 181. 6 68. 6 22.8 4 1中 6. 7 19.2 80.4 

考 察

耐冷性検定に供試した 3組合せは， Flでは不稔歩合

が親の「中母59Jと同程度で耐冷性遺伝子の集積効果

が認められなかったが， I中母59/東北155号」のF2集

団では両親を超越し酎冷性が強い鋼体がみられた. こ

の組合せから，両親の「中母59JI東北155号Jより

冷性が優れる中間母本「中母65Jを育成した.耐冷性

遺伝子には優性的でない遺伝子があると考えられ， F

で遺伝子の集積効果を評価できない場合があるので，

L集団で、更に評価することで遺伝子集積系統をより効

果的に選抜することができると考えられた.
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